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ＧＰＳ観測による三宅島 2000年噴火以降の地殻変動について
Crustal deformation of Miyakejima volcano, Japan since the eruption of 2000 using dense
GPS campaign observation
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三宅島は、東京から南へ約 175kmに位置しており、直径約 8kmほぼ円形の主に玄武岩 (SiO2 50～56％)からなる成層
火山である。三宅島は、有史以降少なくとも 15回噴火しており、過去 100年間では約 20年間隔で噴火を繰り返してい
る。最新の噴火は 2000年に発生した。この噴火では、約 2500年ぶりに山頂部に陥没カルデラが形成されるとともに、長
期間にわたって火山ガスを大量に噴出し、島民は 4年半にわたり避難を余儀なくされた。この噴火様式は、過去 100年
の噴火と大きく異なっており、次回の噴火がいつ、どのように起こるのかを予測することは大変難しい。
　三宅島では，1995年より東大・九大・名大の共同で稠密な GPS観測網が構築され，毎年キャンペーン観測が実施さ

れていた。2000年噴火では，観測された変位量からマグマ貫入の様子が詳細に捕えられた。しかし，多量の火山性ガス
噴出にともなう入域制限のため、2002年～2010年にかけて大学共同のGPS観測は途絶えていた。そこで、2011年から
九大地震火山観測研究センターは、名大、東大、防災科研との共同で三宅島においてGPSキャンペーン観測を再開した。
本研究では， 2000年噴火以降の三宅島の詳細な地殻変動を把握するとともに，次回の噴火活動研究の基礎となるデータ
を取得することを目的としている。
解析には、2011年と 2012年のキャンペーン観測で得られた 45観測点のデータと、国土地理院の 4点の電子基準点の

連続観測データを使用した。観測データの基線解析は解析ソフトウェアRTKLIB(高須他、2007)を用い、IGS精密暦を使
用して行った。求められた座標値から 2011年-2012年の三宅島の地殻変動を推定した。また、山川・茂木モデル（山川
1955、Mogi 1958）を用いて三宅島の地下の球状圧力源の位置とその体積変化量を推定した。
　水平変位からは、多少のばらつきはあるものの、島の中心から外側に放射状に伸長する動きがみられる。また、球

状圧力源も膨張傾向にあると推定された。この結果から、三宅島では次の噴火につながるマグマ溜まりへのマグマの供
給が始まっている可能性が考えられる。来年度も観測を継続し、膨張傾向が続くのかどうか調べる予定である。
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